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社会福祉士、保育士。都道府県社会福祉協議会にて、法人の経営基盤強化や施設の運営に向けた支援のほか、当事者活動支援、福祉教育に
かかる業務に従事。現在は、㈱川原経営総合センターにて、法人・施設等の設立、運営支援、職場内環境改善に向けた調査分析などに携わる。Profile
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コミュニケーション
︱向︱上︱委︱員︱会︱

　前号でご紹介したとおり、新人職員
のコミュニケーション能力は、社会生
活に応用できるよう職場内で育成し
ていくことが望まれます。
　新人職員の育成は上司やOJT担当
者に任されがちですが、さまざまな人
と関わりをもつ福祉・医療の現場にお
いては、日頃から多くの人と関わりあ
いをもてるような学びの機会をつく
ることが、実践に活かしやすい理解に
つながりますので、職場にいる全員が
育てる立場として意識的に関わりを
もつようにしていきましょう。
　とくに、新人職員と比較的年齢の近
い先輩職員は、日々の業務のお手本と
なるだけでなく、仕事に対する不安や
悩み事を相談しやすい存在で、社会人
としてのコミュニケーションを学ぶ
際のキーマンともいえます。新人職員
に対してどのような態度や配慮をす
る必要があるのかを、ある保育所の事
例で考えてみたいと思います。

＊　＊　＊　＊　＊
　「新人職員をしっかりと育てたいと
育成計画を立てるとともに、年齢の近
い職員にOJT担当者になってもらい

ました。しばらくは何事もなく過ぎた
のですが、ある日、OJT担当者から
困っていると相談がありました」
　調べてみたところ、困っている原因
は「先輩職員」にあることがわかりま
した。数年ぶりの新卒職員の入職とい
うこともあり、個々の先輩職員が熱意
のある助言や指導を新人職員に直接
してしまった結果、OJT担当者が混
乱してしまったようです。
　こうした状況に陥ってしまった時
に役立つ取り組みをご紹介します。

新人職員の
「育ち応援ボード」の設置
　ホワイトボードなどを使って、新人
職員の育成状況を発信します（参考）。
OJT担当者は育成方針や方法、指導
ルール（緊急性を伴わない限り、新人
職員への指導は直接ではなく、OJT
担当者に伝えて欲しいなど）をあらか
じめ記載しておきます。
　月ごとあるいは週ごとの業務のなか
で、新人職員に習得したことや感じた
ことなどを記載してもらいます。それ
に対し、OJT担当者はどのような視点

で助言や指導にあたったのか
を記載します。先輩職員はそ
の内容を見て、新人職員に成
長や発見があったと感じたら
「応援マーク」を貼り付けて
いきます。
　「応援マーク」は新人職員
にとっては目に見えた励みと
なりますし、OJT担当者は
指導の評価を客観的に把握す
ることができます。先輩職員
は、どのような意図をもって
指導にあたったのかや自分た
ちの助言や指導が活かされて

いるかがわかりやすくなります。書き
込んだボードをそのまま写真に収め
れば、育成記録として活用できます。

先輩職員との
「しゃべりば（座談会）」の開催
　新人職員が社会人としての成長を
イメージしやすくなるよう、比較的年
齢の近い職員や入職して1～2年目
の職員に参加してもらいます。
　悩みや不安を語ることを通じ関係
性をつくるというのも一つの方法で
すが、継続するうちに話が尽きて発展
性がなくなってしまうこともありま
す。「職種や職場のイメージをつくる」、
「仕事の魅力ややりがいを伝える」な
どのテーマを決めるとともに、先輩職
員は、自分が新人だった頃に感じてい
たことや、どのような工夫をしてきた
のかなどを資料にして配布すること
をお勧めします。
　先輩職員の取り組みは、親近感を伴
ったお手本として耳に残りますし、す
ぐに真似できるよいマニュアルとな
ります。
　OJT担当者は育成の参考に、参加
した先輩職員は新人職員の特徴を知
るとともに、先輩としての自覚を育て
るきっかけとなります。

＊　＊　＊　＊　＊
　こうした取り組みは、SNS など
ICT活用するという方法も一考です。
昨今の新人職員には馴染みやすいか
もしれません。
　思いを汲み取ることを意識した取
り組みは、新人職員にとって、社会人
としての関係性を意識したコミュニ
ケーションの大切さを学ぶ良い機会
となりますので、ぜひ工夫してみてく
ださい。
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新人職員のコミュニケーション能力を
伸ばす工夫①第26回
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参考

育成方針

育成方法

職員の皆さんへ
（お願い）

◎山◇子さん　育ち応援ボード（５月第１週）

◎山◇子さんのコメント

ＯＪＴ担当者（△田◎美）からのコメント
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「応援マーク」
貼付欄


